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平成16年度第5回  

運営委員会確認事項  

（平成16年9月17日）  

感染症定期報告に関する今後の対応について  

1基本的な方針   

運営委員会に報告する資料においては、  

（1）文献報告は、同一報告に由来するものの重複を廃した一覧表を作成することb  
（2）8月の運営委員会において、国内の輸血及び血祭分画製剤の使用した個別症例の   
感染症発生報告は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会に提   
出する取り扱いとされた。これにより、感染症定期報告に添付される過去の感染症発   

生症例報告よりも、直近の「感染症報告事例のまとめ」を主として利用することとするこ   

と。  

2 具体的な方法   

（1）感染症定期報告の内容は、原則、すべて運営委員会委員に送付することとするが、   
次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができるよ  

うにする。   

①研軍報告は、且ニヌ献による印を摩した写り竺？甲空軍聖二讐ざ竺空し二  

当該一覧表に代表的なものの報告様式（別紙様式第2）及び該当文献を添付した  

「資料概要A」を事務局が作成し、送付する。   

②感染症発生症例報告のうち、発現国が†外国」の血妹分画製剤の使見による症例  
は、同一製品毎に報告期間を代表する卿をま  

とめた「資料概要B」を事務局が作成し、送付する。   

③感染症発生症例報告のうち、如分画製  

剤の使用による由染症症例について軋鳩巣症竿告事例巧まとめ」を捷均するこ  

と碑、こととする。ただし、運営委員  
会委員から特段の議論が必要との指摘がなされたものについては、別途事務局が  

資料を作成する。  

（2）塁現国が「外国」の感染症発生症例報告については、国内で使用しているロットと関   
係がないもの、使用時期が相当程度古いもの、因果関係についての詳細情報の入手   
が困難であるものが多く、必ずしも緊急性が高くないと考えられるものも少なくな情ま   

た、国内症例に比べて個別症例を分析・評価することが難しいものが多いた玖監星   

空担画引き続き、検討  

を行㌔  

（3）星型概要A及びBにつ嗅サ平成16年9タの甲甲聖碩鮒に作成」以   

後画  



感染症定期報告概要  

（平成21年5月14日）  

A 研究報告概要  

平成20年12月1日受理分以降  

A 研究報告概要  

B 個別症例報岳概要  

○ 一覧表（感染症種類毎）  

○ 感染症毎の主要研究報告概要  

○ 研究報告写  

研究報告のまとめ方について  

1 平成20年12月1日以降に報告された感染症定期報告に含ま  

れる研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概  

要一覧表を作成した。  

2 一覧表においては、前回の運営委員会において報告したもの以  

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の  

内容を添付した。   



析出  
受理阜  軍号  感染症（PT）  二出典   概要  文献  

N【l．   

90064   2008／12／01  80762  8型肝炎C  第58回日本輸  2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血関連焙染        聖肝炎  血・細胞治療学  症の報告数は124例（10月未現在）であり、一昨年及び昨年の同  
会総会2008  期間に比べ減少傾向にある。内訳はHBVが61例、HCV32例、細  
年4月25－27日  薗24伊】、その他のウイルスが7例であった。ウイルス感染（疑）症  
P一っ33   例の肌査精美により病原体を経路した症例は、HBVの12例とHCV  

の1例であった。HCVの1例は20プールNAT蘭始後（2004年8月間  
始）初めての検出限界以下の献血血液による感染症例であった。   

pp甲2   2008／12／17‘  80？88・  C 胴虜  ，70回日  Jl再 不良  血の54 の  、2  3  
血液学会総会  輸血が実施され、初回輸血前検査はHCV抗体陰性，HCVコア蛋  
20軸年10月10－  自性性で、あった。10月1日の輸血後、HCVコア蛋白が陽性化した  
12日  ため、遡及調査を開始した。患者には計54本の輸血があり、保管  

検体の個別NATにより、1検体からHCV－RNAを検出した。患者と  
献血者のhcvcor01日－E2領域の塩基配列が一致したことから、  
本症例は輸血によるHC）感染である可能性が櫓ゆて高い。  

2008／12／01  80762  C聖肝炎  C＝nlnfectD弓s  フランスの大学病院の血液透析ユーツトでのHCV伝措ノスクにお  

2008：47：627－  ナる環境汚染および標準的注意の非遵守の役割を評価した．主式  
633   験期間中にHCV陽性となった2名のうち1名は、同ユニットで治療  

中の慣性感染患者と同じウイルス徐に感染していることが系統通  
伝学的解析により明らかとなった。環境表面検体740例ヰ82例が  
ヘモグロビンを含み、その内6例がHCVRNAを含んでいた。手の  
碍子生に関する遵守率は37ち、患者ケアの直後に手袋をはすしてい  
たのは33％であった。  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝三・＝言＝三＝＝こここ＝＝こ＝＝＝＝＝＝；三こ三；三ニニ＝こニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝三＝ニ＝ニニニ＝＝＝こ＝ニ＝＝＝  

2PP8／！2／01■  ：● ●  C型肝炎  C】inInfectDIs   ニューヨーク市の［a5tHarlemのクリニックから18歳以上で血中  了 
2008：47：93卜  HCVPCR陽性の吸引用麻薬常習考38名の鼻汁検体および吸引  
9如   に使用したストローを入手し、血液およびHCVRNAの存在の有無  

を調べた。鼻汁検体28例（74軋ストロー3例（8掴、ら血液が検出さ  
れ、鼻汁検体5例（13射、ス岬－2例（5％〉でHCVRNAが検出され  
た。HCVウイルスの鼻腔内伝播のウイルス学的妥当性が示され  
た。  

90064   2008／12／01  80762  ∈塑肝責  AmJTropMed  スペインでヲタに曝罵しているヒト101名と曝罵してい乱、ヒト97名  
HygZOO8：78：  におけるHEV感染の有無を調べた。抗HEVtgG保有率は鳩尾群で  
1012－1015  は18朗、非曝零群では4．1％であった。ブタに持するヒトの抗HEV  

IgG保有リスクは5．4倍（P＝0．03）であった。HEV感染は養豚作業員  
の職業病として扱うべきである。  

90078   2009／01／26  80844  E聖肝炎  Transfusbn  2004年9月20日に39歳日本人男性かb献血された血；はALT間  
2008：48：  値のため不適当とされ、H【∨陽性であった。当該ドナーの遡及調  
1368－1375  査の結果、9月引ヨにも献血を行い、H∈VRNAを含有する血小板  

が輸血されていた。当該ドナーと親戚は8月日日にブタの焼肉を  
食べており、父親は9月14日に急性肝炎を発症し、E聖劇症肝炎  
で死亡した。他に7名がHEV陽性であったルシビエントは輸血22  
日胃にALTが上昇し、HEVが検出された。  

VoxSanguInis  2005年の中国の硝滞（白e岬g、Urmuch，、Kunm・ngおよひ  
2008；   Gu8ngZhou）における供血検体のH〔∨感染率を調べた。その結果、  
95（Suppl．1）：  ルーチン検査（抗日CV、抗H】Vl／2、日日sAg．楕毒およぴAしT）陰性  

供血看の約l射ま抗H【∨IgMまたはHEVAg腸性で、HEV感染の可  
能性があった。また、AしTスクリーニングは中国のHEV啓染血排除  
に役立つ可能性があった。  

感染症定期報告の報告状況（2008／12／1～2009／2／28）  

娩麻  
血対Ⅰ P  桓白  ・琴亘  感染廊p†）  出典  概要   辛献  

叫 
90064  2008／12／01  80762  B型肝炎  ClinlnfoctDi＄  2000年1月から2004年12月に日本で新たにB聖肝炎表面抗原陽  

2088こ47；e52－  性となった患者を耶宣したところ、552名中2〇名（4煩がHBV再活性  
化で、529名が急性B型肝炎であった。再活性化群は急性8聖肝  
炎群に比べ、年齢およぴH〔〉VDNA値が有意に高く、ALTおよぴア  
ルブミンピーク値は低かった。また再活性化群の4分の1の患者が  
劇症肝不全となり、死亡した。肝隋関連死亡率は再活性化群の方  
が有意に高かった。   

盲石6箭  2008／12／01  盲祈盲盲  B聖肝炎  FDん／CBER  指貫圧盲蜜停電ヨテ清廉だ許㌢葛貰獅言講評汚耶拓‾  
2008年5月 美  たために供血延期となった供血者のリエントリー・アルゴリズムを  
界向けガイタン  提案するガイダンス案を発表した。これまで、抗日【〉c抗体が2回以  
ス（案）   上陽性となった供血者は無期限に供血延期とされていたが、本ガ  

イダンスでは2回目に陽性となった後、8週間以上経ってからHBs  
抗原、抗HBc抗体および高感度HBVNATによってHBV感染が否  
定された場合は供血可能となる。   

90078  2009／01／26  80844  B．土肝炎  JH8PatOl  スロヴ工＿アで、HBs抗原陰性で抗HBc抗体陽性、抗日Bs抗 低  
2008：48：  力価腸性、H8VDNA腸性の濃厚赤血球と新鮮凍結血旅費輸血さ  
1022－1025  れた59鹿の患者が4ケ月後に急性B聖肝炎を発症した。また同じ  

供血血液由来のRCCの輸血を受けた71歳の患者も7ケ月後に  
H【〉∨感染を認めた。2例ともドナーと同じ配列を肯するジェノタイプ  
Dが感染」ていた。潜在性B型肝炎ウイルス感染者の血液は抗  
日日s抗体が陽性にかかわらず、感染性を有した。   

900甲  2008／12／17  8078Jl  ＝・王  JM8dVjro】  1971～2005年の35年間に ノ門 院に 元した′小 HBV爵染  
2（）08：80：  看153名および慢性HBV感染患者4277名について5年間毎のHBV  
1880－1884  ジェノタイプ／サブジェノタイプを調べた。急性感染患者数は35年間  

中増加し続けた。慢性感染患者は1986－1990年が最大であっ  
た。ジェノタイプは急性感染患者と慢性感染患者で大きく異なった  
（A、B、C聖：28．鍋、10．31、59．5％vs3．0％、1乙3％、84．5％）。最近では  
外国のサブジェノタイプBZ／Baが増加する傾向がある。   

前6軍  2009／01／Z6‘  前毒草  B型肝炎1j  Tra‘nsfl」iion・  謀五蒔だ了ぎ釘育諾壷箇所あ言言訳「青石客福∇芯活那啓白亨7  

20（】8：48：∴  れた供血者由束の血液成分を輸血さ九た2名ゐ免疫不全患者tさ  
16（〉2こ1608  ついて調べた。受血者1はHBVワクチン接種を重け、抗日毎キヤサ 

アであっ七が、赤血球輸血附3カ月七急性β聖肝炎を発症するま 
で他のHBVマーカーは全て陰性であった；供血者と【釦シークエ  
ンスが一致したため、輸血蘭蓮感染と確認された。受血者2は血 
小枝輸血を受けたが、感染していな声、った。  

90（】64  之008／12／01  80762  B聖肝炎  TriinSfusion  富市嘗簗王を求める古河だこ領有芋塾頁または道伝子聖CのHBV  
2008；48：286－  を含む急性期前の接種株をテン／くンジーに接種したところ、最小  
294   5肌テン／くンジー感染量（CID50）は各々約10コピーと推定された。  

最低感染圭を接種したテン′くンジーにおける日日VDNAウインドウ  
期は遺伝子型Aでは55－76日、遺伝子型0では35－50日、HBsAg  
ウインドウ期は遺伝子型Aでは89－97日、遺伝子型Cでは50－64日  
であった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子聖Cの方が遠  
伝子型Aに比べ有意に短かった。   

90068  2008／12／17  80784  B型肝炎  VoxS8ng山niさ：  前貫陰性かつ表示箭那花sAg）陰琵牙カルトH8V頑篠の枝  、2  
2008：95：174▲・  出感度を上げるために、川】VDNAとHBsAgを同時に濃縮する斬 
180   規方法を開発した。二価金属存在下でpolシーし－1y封noでコートした 

磁気ビーズを使用し、ウイルス凝集反応を増強させ、ウイルスを濃  
縮する方法により、目白VDNAとH8墓Ag量は」最高4～一倍に濃縮さ 
れた。木方法により、EIAとH8VNATの感度が上昇し、HβsÅg∈lA  
を用いてオカルトHBV感染者40名のうち27名を検出することがで  
きた  



新出  
文献   董蘇  ・■華埋日二      ー‡出典．二∴‾∴      華ざ：  鱒染症（P罰二・     1FJ  NO 

前石箭  2008／12／01∫  80762  ウイルス恩  出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月にボリビア  
染   P8thogens  のC。Chabさmba付近で発生した。1死亡例から検体を入手し、患者  

2008；4：  血清検体から非細胞障害性ウイルスを単軸し、7レナウイルスと  
elOOOO47  同定した。RT－PCR分析、並びにS及びLRNAセウメント配列の開  

析の紹果、このウイルスはサピアウイルスに最も近縁であるが、  
新規のウイルスであることが示された。我々はこのウイルスを  
Chaparoウイルスと命名することを提案する。  

900寧6  2008／12／16  80781  ウイルス感  
染   Sc；∪5A2008：  

105：1412J卜   

14129   憾炎ウイルス亜聖に属し、Safね】dウイルスと最も近縁であった。  
また、胃腸疾患患者糾98名から得た751例の糞便検体中6検体  
からカルティオウイルスが検出された。   

諏薪  2008／12／01  盲6う盲‡  写芽ラ壱諾感  

染   m8i128080720．2  ウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感染したウマ教頭  
201   を治療後、感染した。前回のアウトブレイクは1994年で調教師1名  

とウマ14頸が死亡した。同ウイルスがとトヒト感染するとのエビデ  
ンスはなく、拡大する危険性はない。  

一一一・■ ■一－－－－●■■－－－一－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－●●●●－■■■－■■▼一‾‾  ●甘  こ：叩卵  2（）q8／12／1斬  80781－  ぢィル禾感－  P上OMED・－J、1  鱒掛謂砺萄て帯テ苅方筋手ち才フr訂‡罰福海誘ラす            ⊥■ く      染  
－  ホiit20081028．3、  トブレイクが同定された。9月12日かblO月24日までに計5例が萄  
嗅   告され、5例中4例が死亡し、1例は入院中である。死亡した4例で  

ま発病から死亡まで9～12日間であった。埴基配列分析より、ユ  
ニークな旧世界アレナウイルスが原画であることが明らかとなつ  
た。現在のところ新たな疑い症例はない。   

前る罵  2009／01／09  両所  写ギブC貫首  

染   2008：48：  ルベスウイルス（HHV瀾性串とウイルスDNA量をRT－PCRにより綱  
1180－1187  べた。その結果、HSV－1、HSV－2、VZV及びHHV－8DNAはとの枝  

体からも検出されなかった。－一方、EBVは72％、HHV－7は65％・  
HHV一朗ま3軋CMVは1射こ検出された。また、1名の血液から6．1x  
10〈7geq／m偉超えるHHV－6TypeBが検出されたが、健常者にお  
ナる異常な高値は活動性怒染や免疫不全とは関避が無いと思わ  

90075  2009／01／09  80834  ウイルス  
染   2008年10月柑  

日   萱の相異明らかとなった。このウイルスに関する詳細な分析が継  
続されている。一方、南アフリカでは患者と密接に接触した署技師  
が感染し、入院中である。   

盲66前  2008／12／16  前ラ訂  イルス  ProMED－  インド東部の ツ ルヲラ丁シ州で小児を死亡させている原因不  
脳炎  m扇ほ0080828．2  明のウイル力ま、インド保健省の専門家らにより急性脳炎症帳群  

も97   と診断された。同州の13の地区では、数週間におよそ800人の患  
者が発生し150人が死亡したと報告され、その数は増加すると見ら  
れている。血液検査で日本脳炎陽性となった患者は5％以下であっ  
た。日本脳炎とエンテロウイルスとの混合感染の可能性について  
調査中である。   

平河  8之008／12／1了  ‾申軍  ウエニ不ニト＃了  ‘．ÅBC 一  ■．2008年9月に、イタリアで何年かぶりにヒトのウエストナイルウイル   （ とと       の間に  9      イルウイル  
：■Newsle状Or  ネWNV・力2 ロ た。1 はF8rr8「止B9logna  －  

ス  軋382008年  1住む80歳代の女性、2例目はFerr8raに住む60代後半の男性で  
10月17日∴ノ  あうた。また、ウマ6頭とトリ13羽でWNV感染が確認された。WNV  

∴髄膜脳炎の積極的サーベイランスプログラムが開始され、当該地  
域で供血者スクリーニング用NATが導入された。また、当該i也域  
に＝ヨ以上滞在したことのある供血者を28日間供血延期する措置  

がとられた。  

－ 
■●－－●｛■－ヽ■■■●■－■■＝■－－－－－－－－■い■－－－←－－′－－－－一一－－－－－・－－－－一－－－－－－－｛－、－■■一＝■■■■■■■  

新出 
血扉 D  概要   声敲 

菰声溺   
2008；95：94」  て熱処理およぴフィルタ「による除去の程度を検討した。HEVはア  
1d ルブミン溶液中で600c5時間加熱後およぴフィブリノゲン中で600c  

72時間加熱後も感染力が検出されたが、PBS中で600c5時間加熱  
後およぴはフィプリノゲシ中で800c24時間加熱後には検出限界以  
下に不活化された。また、20nmナノフィルター使用により完全に除  
去された。   

90（）64  

血・細胞治療竿  てTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニングを行った。腸  
会総会 2008  性献血者85例について追跡調査および遡及調査などを行なった。  
年4月25－2丁日  陽性献血者の多〈は動物内随肉を食してHEVに感染したと考えら  
○－028   れる新規感染者で、G印0旬PeはG3が多かった。多くは症状が現  

れないまま抗体が陽転化し、典型的寧無症候性一過性感染の経  
過をたどった。  

90064   
2008／12／01  80762  H】∨  ABC   

Newsletter  血延期期間を生涯としている連邦の方針を5年間に変モすること  
2008：N0．26  を支持するという声明を採択した。AMAはこの新方針をFDAに通  
2008年7月4巳  告し、この方針を推し進めるグループと協力していく。FDAは1977  

年以降、MSMの供血を生涯延期することを血液事業者に要求して  
いるが、アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。   

！…・；  2008／12／17  鱒前  アメリかト  Tね∩主軸i加－1・  文言才ジ、万事〕岸芋事血液銀行は、嵩ウスク準血考における  山  
リバノソ「・  2008：48ニ  シヤーガス病スクリーニング計画を実行し、供血着筆団で  
マ症  18‘62丁・1888′  TけPanOSOm8CrUd（T．併UZi）感染の血清学的脂性率を調査した。  

その相異、全体の陽性串はb．6Z射1770名中11名）で、最も陽性率  
が高かったのはボリビア人であった（10．2半）。碍性看11名中1名       ま 
、シヤーガス病流行地域†こ数年間滞在したこと甲あるネペイン  
人であった。非流行凰の高リスク供血看たT．cn壷井クリーニング  
頓査を実施する率要性がある。 

砺薪  2008／12／01  80762  アメリカ・ト  ∨○×＄引1g山∩；＄  米国で全供血者を対動こしたTripanosomさCruz根萱が導入さ託  
リ／くノソー  2008 た200？年1月30日以降∴最初の10ケ月間、供血者の肌査を行つ  
マ症  95（Suppl．1）：39  た。適合供血のうちEUSA法で反復暢性（RR）となったのは  

0．013％（90／651折りで、そのうちR肝A陽性は34†i（28／82）で、陽性  
確認串は0，0043％であった。全供血のスケノーニングは費用対効  
果が低く、出生地と初回供血者に絞った対策の検討が示唆され  
た。   

前6箭  2008／12／01  前詣盲  インフルエ  ∨oxSangulnis  官許ヨ≡巧言花渾言古ヲフジラ冗三っ守の血液供給に斉する彰  

ンザ  2008：95（Supp．  響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血王が50％減少した鳩  
り：40   合、血液需要に制限がない場合は在庫のほとんどを使い尽くした  

が、血液の使用を必要最低限に制限した場合は在庫がなくなるこ  
とはなかった。  

ヲフリカ、ヨハ芋ス罰レヲ苛3名の死者 出した イルスは、  7  Ⅲ肌・：  2008／12／り  8078」1  ヴイルス帯  

染   。nl而2bo8年  窟的に西アフリカのラ・シサウイルスに近い、箪菌類媒介性アレナ  
10月13日＿  ウイルスであると特定された。国立感染症研究所と保健省は共同  

で、このウイルスが体液を介してヒトからヒトに感染するため、「患  
者の看捜に特別な予防的措置が必要である」との声明を発表し  
た。3名の死因を確定するには更なる検査が必要である．  

；i；＝；；言こ；ご＝ご≡＝＝＝こ＝壬≡芸；王；モ＝＝＝コ石＝三＝＝こ王＝＝こ乙；こ与；言＝i＝王＝＝こ＝エコ＝言＝；＝言＝＝＝三言こ£三言三  
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N0．   

gO（】64  ZOO8／12／01  80762  バペシア痙  Am8rican  米国中南部では稀な輸血によると考えられるBabesiamiGrOt感染  
Soc】otyfor  症例の報告である．61歳の女性患者で、赤血球輸血後、吐き気と  
Microbiology  発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、死亡した。血液塗抹標本で赤  
108thGl∋∩8帽l  血球の5－15％にトロフォソイト（栄養体〉があった。患者血液検体  
Me8Ung 2008  中でBabe＄iaは形態学的t；確認され、PCRでB．microti陽性であっ  
年6月1－5日、  

Boston   た。   

9（）075  2009／01／09  80834  ／ル′、イ  
ルス   

界向けガイダン  ての血兵由来製剤について、製造プール中の／くルポウイルスB19  
ス（案）   DNAのウイルス負荷を確実に10000IU／ml未満とするため、製通  

過程の品質管理検査としてNATを実施すべきである。ミニプール  
申でのNATの感度は少なくとも1000000ル／mはするべきである。  
これらの基準を超えるものは使用してはならない。   

900？8  2009／01／28、  8p8中三  苗レポサイ＝二  良b＝H．0‘hatoI．．＿ノ・：て  血炸 最、コルチコス丁ロイドおよひコルエス丁フーヤ阻害剤に  11  
・ルス■二‘  20叩13：134⊥ご71  よる治療を受けていた重症筋無力症患者が、アルブミンを用いた 

38■  血炎交換を行った2週後に／くルポウイルス引9感染による赤芽坪  
漉少症と診断された。アルブミン由来感染かどうかを確定すること  
はできなかったが、アルブミンなどの血液製剤による引9感染を除  
外することはできない。   

諏薪  2008／12／01  80762  パル′、ウイ  Tr8nSfus；0∩  大阪における1997－1999年の献血者979052 中102名がヒト／くル  
ルス  2008：48：  ボウイルスB19感染者であった。B19感染者のうち20名の馴9  

†036－1037  DNA、IgGおよぴIgMを長期間フォローアップしたところ、B19持続怒  
染が観眉されたが、B柑感染の症状を種告した者はいなかった。  
引9急性感染後の血汚ウイルスカ価は約1年で10‘ル′m」未満、約  
2年で10一ル／mL未満まで下がることが示された。   

諏蔽  2008／12／01  前ラ詭  ハンタウイ  
ルス   

808－810  数は100．000人当り813人に至った。冨菌類の増加の他、気掛見境  
化および地表を覆う積雪の減少により、ウイルスを媒介するハタ  
ネズミの活動が活発だったことが、当該アウトブレイクの一因であ  
ろうと考えられる。  

．．＿ l  

盲0064  2008／12／81  80782  ヲjレセラ症  C】in】nfectDig  急性罰レセラ症毒舌39名の血蓮根体中のBruc81laDNAの存在を  

2008；46：  RTPCR法により調べた。その結果、治療終了時では87％、治療完  
e13ト136  7後6ケ月では77％、治横後2年を過ぎても70％の患者で、無症怯性  

であるにもかかわらず、8rucellaONAが検出された。適切な治伎  
を行い、回復したように見えても、βruce11aDNAは存続する。ブル  
セラ菌は除去不可能な持続性の病原体である。   

丁  
盲扇謁  2008／丁2／Ol  砺ラ前  マラリアり1  Emorg伸一e仁一て■  加07年にマレー半島でフィンランドの旅行者が、通常はサルにお  て盲  

Dis，2008：．14三  けるマラリアの原因となる二日熟マラリア原虫に感染した。ニ日熱  
1434－1136：  セラリア原虫はヒトマラリアを引き起こす顎5のマラリア原虫事重とし  

て確立された。この疾病は生命を脅かす危険があり、臨床医と臨  
床検査技師は旅行者においてこの病原体を更に注意すべきであ  
る。   

諏蔽  2008／12／01  砺ラ冠  リケッチア  
症   Dk2008：14：  告されている。症状は発疹熱やデング熱などに矧以しており、実  

10T9－1023  際よりも少なく推定されている可能性が高い。ヒトの健康を賢かす  
感染症として今後調査が必要である。  

Pr（〉MED－  オフノ・フハノト州の甘衆筒生局が行った調査で0熟の症例  
ma；】20080728．2  報告数が急激に増加し．2008年一月21日付けで491症例が報告さ  
306   れている。感染症管理センター長によると、英閤の怒染者数は報  

告された症例数の柑倍であると思われる．2007年までは0熟はオ  
ランダではほとんど存在しなかった。  

三f＝＝三＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝三＝三＝＝三＝＝ニ＝＝＝＝こ＝三三三＝＝＝＝＝三三＝＝＝＝；＝ここ＝＝   

漸  
．出典 概要  溌  

叫   
9006Jl  2008／12／Ol  80762  ウエストナ  Rt）VPanam   文献および未発表データから、ラテンアメリカやカリブ海地域のウ  

イルウイル  Sa山dPubi  Ca  エストナイルウイルス（WNV）感染の現状をまとめた。WNV感染は  
ス   2006：柑：1  12一  2001年にC8yman諸島とFlorid8Keysの住民で見られJ200之－  

117  2004年にジャマイ九メキシコなど周辺地域で動物や烏規での感  
染が確認されている。しかし、疾患報告数は少ない。この不可解  
な熱帯生態系でのウイルス減弱または他の可能性を検討するた  
めには分離株が必要である。   

9．0068  2008／12／り■＝  8qフ84  クロイツフ畢      オーストノアの39 男性力  異高さとの 経症状で入糀 ‥ひ         ル 
，トヤコブ    恕二悪化し、4ケ月後に死亡した。組織学的検査で海綿状変化、神  

病∴／    経細胞脱落及びグリオーシスが、免疫組織化学的検査でぴまん        性シナブティックな異常プリオンの沈着が見られ、CJDと診断され  
た。また患者のPRNPは129Met－Metであった。患者は22年前まで  
のヒト  ホルモンhGH  治  lて し、  

性リスクが認められるため、孤発性若年性CJDの可能性も否定で  
嘗ないがWHO基準により確定医原性CJDと分類された  

9006†  2008／12／01  80762  コノゴ・クリ  ProM∈D－   2008年7月7日、トルコのBurs8、Can8kk山およ Samsunの病院で  
ミア出血熱  m8i】20080709．2   ダニ媒介性疾患であるケノミア・コンゴ出血熱により3名が死亡し、  

092  この2ケ月での死者数は37名となった。保健省はダニに注意するよ  
う呼びかけ、唆まれた場合は決して手でつぶさすに、医師にビン  
セットで注苦深く取り除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨し  
ている。   

諏苅  2008／12／01  80762  サルモネラ  CDC2008年7  
月8日  聖セントポールのアウトブレイクを調査している。生のトマトの摂食  

が原因と考えられている。2008年4月以降2008年7月7日までに、  
米国の41の州、ワシントンD．C．およびカナダで991名の患者が同じ  
遺伝子／くターンのサルモネラ血清聖セントポールに感染したこと  
が確施された。   

前6濡  2009／01／09  盲6云前  芋グジ苧≡‾  Transfusion   乏前5亨和節季だ：写ヲコア三軍ちフフC貰モモ荊試すほ‡道三芽‾  

ヤウイルス  2008：48：   ン島で大流行し、供血は2006年1月に中断された。大流行中のウ  
感染  1333－1341    イルス血症血供血の平均リスクは、10万供血あたり132と推定され  

た。2006年2月の最流行時におけるリスクは、10万供血あたり  
1500と最高であった。この期間中、75フロ00人の住民のうち推定  
3T2500人が感染した。2006年1月から5月の平均推定リスク（0．7％）  
は、CHIKVNAT検査による血小板供血のリスク（0．4％〉と同じオー  
ダーであった。   

90064  2008／12／01  80762  デング熱      1998～2005年に香港の公立病院に入院したテンゲ確定患者全長  
の医療記録をレトロスベクティブに検討した。126例中123伊l（98％）  

170－177   がデング熱、3例（2％）がデング出血熱であった。1例が輸血によリ  
感染したデング熱であった。116例が輸入症例、10例が地域症例  
であった。テンゲウイルス1聖が最も多く、次に2聖、3聖、4聖の順  
であった。死亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少など  
を示す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含めるべき  
である。  

＿＿＝：七三＿＿＿＿  

丁三；罰㌃‾            90075  2009／01／09  80834   Tr8∩§fus】On   力面の培 丁ノウ イルス セロ イ 2をアル ミン よび免  

2008：48：   痩グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分画、鳩イオン交換  
1342－1347   クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理およびウイルスろ過）前の  

検体に加え．各工程での同ウイルスのクリアランスをVeroE8細胞  
培養におけるTCID50アツセイおよぴRT－PCRで測定した。その桔  
果、全てのエ程が不活化・除去に有効であ・ることが示された。  

‘  
乏誘5草9月20日㌻手乏富岳甘おヲ三っ丁［冗≡お菜箇赤字軒三宮仔葛  

すべての供血18521検体中のテンゲウイルス（DENV）RNAを  
1348－135－l   TMA（transcript弓on－mediat8d8mPl挿cation）法で測定したところ、12  

検体（0．07％）がTMA喘性であった。4検体は、RT－PCR（DENVセロタ  
イブ2およぴ3）陽性であった。RT－POR脂性4検体中3検体でウイ  
ルスを培養することができた。TMA腸性12検体中1検体がIgM陽性  
であった。l：1引こ希釈した場合は5検体のみTMA陽性であった。  

l駁   

10  
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ペ0 

前6蕎  2009／01／09  80834  異型クロイ  C0112008：134：  マウスPrPScと混合させることによって折り畳み異常が起こった′＼  
ツフェルト  757－788  ムスクーPrPCは、野生聖／＼ムスターに対して焙染性を起こす新規  
ヤコブ病  なプリオンを生成した。同様の結果は、反対方向でも得られた。  

PMCA増幅を繰り返すとinv；tro産生プリオンの順応が起こる。この  
プロセスは、invivoでの連続総代に視察される抹の安定化を指示  
させる。種の壁と株の生成がPrP折り畳み異常の伝播によって決  
定されることが示唆される。   

9006」l  2008／12／01  80762  異型クロイ  Em餅gInfoct  263Kスクレイ ーの臨床 大 王 るハムスター22匹の尿にTSE  
ツフェルト・  Di与2008こ14：  感染性があることが示された。これらの動物の腎恥と膀胱のホモ  
ヤコブ病  1406－い‖2  ジネートは20000倍以上希釈してもTS〔感染性があった。組仏字  

的、免疫組織化学的分析では、腎臓における疾患関連PrPの散発  
的な沈着以外、炎症や病変は見られなかった。尿中のTS［感染性  
が、自然のTSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性があ  
る。   

ロイ  PしoSONE  野生聖マ琴ス、よ己陀トPrPを発現しているトフンスンエニックマウ  
ツフェルト  2008：〇：82878  スに、輸血関連vCJD感染第1号症例由来の脳材料を接種し、輸  
ヤコブ病  血によるヒトヒト間の2次感染後のvCJD病原体の性質について  

椚ペた。その結果、潜伏期間、臨床症状、神経病理学的特闇およ  
ぴP炉型について、VCJD（輸血）接種群はvCJD（BSE）椿事重群と穎  
似していた。VCJD病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な  
変化が起こらないことが明らかとなった。   

前6箭  2008／12／1フ  前ラ前  異型クロイ  PLoSON∈  評定雪玩罰盲応訴ご惑嘗⊂貰蕪窟薩石才夢ワラ石乾草市電常幸ジ  

ツフェルト  2008；3：e3017  ネートをカニクイザルに脳内撲繕した。BASE接種サルは生存期間  
ヤコブ病  が短く、古典的BSEまたはvCJD持ほサルとは異なる臨床的展開．  

組織変化、PrP柑8／くターンを示した。感染牛と同じ国の孤発性  
CJD患者でPrPが異常なウエスタンプロットを示す4例のうち3例の  
PrPresに同じ生化学的特闇を㍑めた。BASEの霊長矧こおける高  
い病原性および見かけ上‡皿発性CJDである症例との関連の可鮎  
性が示唆された。   

90064  2008／12／01  80762  罫  ＝         ●  血小官濃厚護に語ける∪VCp．酌寸の高原体不活化能を棲討した。  
2008：48：304－  UVC帽射は、血小板の品質に影響を及ぼさずに、細菌（表皮フド  
313   ウ球菌、黄色ブドウ球菌および大腸菌）ならびに伝播性胃腸炎ウ  

イルスなど広範なウイルス（H】∨およぴシミアンウイルス40を除く）  
を不活化することができた。しかし、HlVのような血液感染性ウイル  
スに対応するには、〕VC法をさらに最適化することが必要である。   

90064  20（〉8／12／01  80762  惑  Tr8nSfusion  州の3つの；センターにおけ アモトサレノおよひ∪VAによる  
2008：48：897－  フォトケミカル処理（PCT）過程のプロセス′りデーション…式験を行つ  
705   た。フィブリノーゲンおよび第∨川因子はPCTにより平均26％減少し  

たが、治療用血姫として十分なレベルを保持していた。他の凝固  
因子は対照FFPのレベルの8卜97％であった。PCT処理済FFP中の  
凝固因子が治療用血学則こ関する欧州規制および国内基準の範  
囲内に保持されることが示された。   

90064  2008／12／Ol  8076～  感染  ∨oxSanguln；8  アモトサレンと紫外線A波で光化学処増した血小板（PCT－PLT）の  
2008：9」l：315－  輸血に関連する有害事象を調べるために能動的血液安全監視プ  
323   ログラムを実施した。患者1400名に7437件のPCT－PLTが輸血さ  

れ、その内、68件が有害事象と関連付けられた。PCT－PしT輸血に  
関連した急性輸血反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であっ  
た。  

析出  
血対Ⅰ D  受理日  番号  感染症（PT）  出典   概要  文献  

ND．  

2008ハ2／16  80781  レフトスビラ  
症   Evo12008：8：  プトスビラは、J8V抑ica血清群聖に分類される新しい血清聖で、  

529－533  Ar8naは命名された。同じ地区の重症患者から分離された株も同  
じ血清聖であったことから、この株は、この地域に流行する新規の  
高病原性の血清聖であると考えられた。   

900＄4  2008／12／01  80762  異ヰクロイ  2008年ヲリオン  CJDサーへイフノス妻且会による調査では1999年4月かb2008年  13  

ツフェルト  研究会 2008  2月までの9年間に日本国内で1089例がプリオン病と判定された。  
ヤコブ病  年8月29－30日  

（18，休）、硬膜移植後CJD74例（6．9如、・変異聖CJDl例（0．1射、分場  
不能2例（0．2％）であった。日本のプリオン病剖検率は欧米詩固より  
著明に低かちた。孤発性CJDの病聖は欧米に比べMM2型が多  
かったが、非典型例が多く剖検されている可能性が考えられた。   

一‾▼－‾■ヒ‾－－‾●‾‾－   

ツフェルト  研究会 2008  製剤：プラノ／く28N濾過、抗HBs人免疫グロブリン製剤：プラノバ  
ヤコブ病  年8月29－30日  35N濾過）について、263K抹感染ハムスターより得たSUS処l里  

ポスター11  

PrPSGは濾過膜の孔径よりも小さいにもかからわず、プラノ／く35N  
やプラノ／く20Nで除去された。PrPScが凝集したり、膜へ吸着した  
ためと考えられる。   

＝＝＝＝＝＝七＝＝こ＝三＝＝＝   

90064  2008／12／01  80762  異型クロイ  2008年 ノオノ  スクレ ー263K一 染ハ ス ー凶乳」凶 樟  ＿ハ  15     ツフ 
ェルト  研究会 2008  ターにおける血中PrPr05経時的変化を追跡したところ、PK抵抗性  

ヤコブ病  年8月29－30日  3F4反応性蛋白／くンドは、感染後4～6週で認められ、10週ではほ  
ポスター18  ま消失した。発症末期では血中PrPr8Sと見られる蛋白バンドは認  

められなかった。PrPr8Sをマーカーとした血液検査は感染後発症  
前一発症中期までに限定される可搬性が示唆された。  

ゴと‾－●‾‾‾  ‾，‾‾‾‾‾■‾＝■r＝ご＝‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾‾■■り■‾‾‾‾‾‾●‾‾●‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－－‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾－‾■  

n  B】00d吉右のprepub侮hedonlineに掲載されたビンンにおける研究に  
ツフェルト  Societyof  よると、輸血による8SE伝播のリスクは驚くほど高い。エジンバラ  
ヤコブ病  Hemat0logy／Pr  大学で行われた9年間の研究は、8S〔またはスクレイピーに感染し  

¢SSR8l8aSeS  たヒツジからの輸血による疾病伝播率を比較した。その紹集、BSE  
2008年8月Z8日  およぴスクレイピーとも輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症  

状を呈する前のドナーから採取された血液によっても伝播すること  
が示された。   

■■■－一  2008／12／01  前ラ詔  異型クロイ  AnnN8UrOl  莱薗誘薗盲ヲフ芽ジ請満面醗盲センターの患毒‖1名（平均発症年  
ツフェルト・  2008：63：69「卜  齢62歳）を肌べたところ、海綿状変性の聖、PrP免疫染色パターン  
ヤコブ病  708   およびマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは異なり、  

通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性PrPは検出されな  
かった。我々はこれらをプロテアーゼ感受性プリオン病（PSPr）と  
名付けた。PSPrは、プリオン病の中では稀ではなく、我々のデータ  
が示すよりもさらに多い可熊性がある。  

；；一 丁栄・ 蔓・・・    －・  i膏  
前6前  2008／1之／01  前ラ盲言  異型クロイ  Blood．  

ツフェルト・  Pr印Ublish8d  と予想以上に高い輸血伝播率を示した。高い伝播率および臨床  
ヤコブ病  0nlh82008年7  的に陽性のレシピエントにおける比較的短期間の一定した潜伏期  

月22日   間は、血中の感染性力価が高いことおよびTSEが輸血により効率  
的に伝挿することを示唆する。血液製剤によるヒトでのvCJD伝播  
を研究するために、ヒツジが有用なモデルであることが示された。  

12   
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溺軒  
受唾日モ，  番号  感染症（如  ニ亘  概要  才鱒 

No 

90064   2008／T2／01   80762  感染  VoxSa    化学的または光化学的遺伝子修飾に基づいた血液製剤中の病  
2008：95（S   原体不活化（Pl）は広範囲のスペクトルの予防的アプローチであ  
り，2A－SOl   る。溶媒界面活性剤（SD）およびメテレンブルー法は欧州の多くの  

国で使われている。アモトサレン（】nterc8Pt）、リボフラビンを用いた  
新しい方法が導入されている。リボフラビン、∪∨および可視光線を  
用いる血小板（PC）、血摸および赤血球のためのP】法が開発中で  
ある。  

＝土三三＝＝三三三＝          90075   2009／Ol／09   80834  狂犬病  ProM［D－   柑90年から2007年の中国における狂犬病発生順向を調べた研究  

m扇昭0080826．2   こよると、最近8年間でヒト狂犬病症例数が急激に増加したことが  
6（～0  明らかとなった。ヒト狂犬病は1990年から1996年の間は全国的な  

狂犬病ワクチン接種プログラムにより抑制され、わすか†59症例が  
報告されただけであるが、ZOO6年は3279症例と激増した。   

90064   2008ハ2／01   80762  原，、  Emerglnfect   リーシュマニア痘は生物    wで、南ヨ一口ッハに定着して  
DIs2008ニ用：   おり、毎年TO8伊l近く（トルコを含めると3950例のヒトでの感染が搾  
1013－1018    告されている。無症候症例は臨床症例の30－100倍とみられ、ま  

た飼い犬の血清腸性率は25％と推定される。薬剤耐性L融拍m鋸南  
1nf8ntUmがイヌを介して拡大するおそれもある。全ヨ一口ツ／ルベ  
ルでの研究が必要である。  

80784  【；＝舶－▲  Am．J、1nf8Ct．   － ェ；として両耳の上  介軟 に盃ぎ誠治頼（St叩IIPg） け  澤  

C’ontrb12d臓’r．。   た18歳の女性机2週間簸た左耳の誠周由の東環および圧痛を．モ  
÷ニン」 

耳で著しい緑膿菌の生育か軽率られた云2岬尚の龍口 
キサシン投与により回復した′外耳歌書は血流に乏しく特ヒ感染                      卑  
しやすい‘富鍼が危険な癒膿首感染を起土す句能性があることポ  
医師は法輪するぺきゃあ為   

■－  Aml〉バcan   芋軍事ニーセッツの謹嶺：訂亨＝亨孟嘗管理誘貰冨僅甫ぎ抗貰甜  
Soc弓8tyfor   薫製剤、使用期限切れロット、アフエレーシスの残りの人血清アル  
M；crobi0logy   ブミン製剤を入手し、クラ主ジアの有無を調べた。その結果、PCR  
108thGモnOr8l   及びウエスタンプロットにより、4社の20製剤全てにおいてクラミジ  
Moモting2008   アの存在が確認された。また、inviレ○培養を行ったところ11検体  
年6月卜5日   （55％）でクラミジア生菌が生育した。  

90066       80781  紐国軍染      郡夕州の68歳男性カ「禿訪朝石耶圭一21日に手術磋市‥■ミ  
輸血を受け、敗血症および多鵬轟不全をきたした後、川舟封引悪  
発熱を伴う急性血小板減少痘を発現し∴‖月3十5自二血液検隕 

からPCR及び抗体検査でアナプラズマ 
ドナーの1人にAp－h8gO占勇○帥仙山陽性がpcR及びiFÅ検季で確隠  
され、■血液ドナーに感染源が諾認された初め事例となった。   

‾‾＝ヱ＝＝三言＝＝＝＝  染      骨髄異形成症候群と汎血筋症の79歳男性カl、血小板輸血と  
9（）064   2008／12／01   80762   細菌感  

続いて赤血球1単位の輸血を受けた。40分後に39．6℃の発熱、  
†520－1521   硬直、背部痛、低血圧および低酸素症を呈し、輸血は中止され  

た。患者は抗菌剤による治療で回復した。患者の血液および赤血  
球バッグの残存物からStroptoGOG¢u5PnOUmOni8e血清型4が検出  
された。赤血球輸血によるSpnoリーnOniae感染の初めての症例で  
ある。  

ニ＝こ事＝＝‾‾一－‘－‾■■‾‾‾‾‾－－‾－■－‾＝コ＝‾‾●‾●＝王＝＝王t＝‾●  

；；胎「・－▲  

輸血・細胞治療   併発し、血小板残液からBacmu＄Cer8USが検出された症例の報告  
学会総会   である。TRAしl様の急性呼吸不全を呈した聯は、輸血後感染症も  
2008年4月  25－  視野に入れた対応が必要である。髄膜炎併発例の報告はこれま  
27日 WS－‡－〇   でに無いが、輸血後感染症治療では髄液移行性も考慮した抗生  

剤選択が求められる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行  
することが、診断及び同「菌株のぎ正明に重要である。  

‾t＝三＝＝三＝壬＝＝ミ  
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